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はじめに
　スペイン支配下のミラノは，長い間否定的に捉えられてきた。19世紀の
イタリア統一期のナショナリズムは，外国支配をイタリア人の徳と良心の喪
失として描いてきた。スペインは専横的で腐敗していたとされ，ミラノ公国
の衰退の原因であるとされた。このような傾向は1970年代になっても払拭
されなかったD。しかし現在では，スペイン支配下のミラノについて見直し
が進み，多くの新しい研究が誕生している2）。かつてはスペインの総督は
「強欲に搾取し，虚飾に取り巻かれ，ミラノの現実には無関心な者」と考え
られていたが，現在では彼らも真剣に職務に向かう者と考えられている3）。
かつてはスペインによる重税がミラノの経済的衰退の原因とされていたが，
現在では16世紀には税はそれほど重いものではなく，17世紀になっても，
税負担は衰退の原因の一つでしかないと考えられている4）。しかもスペイン
が重視していたミラノは，たとえ赤字があったとしても，ナポリやシチリア
での収入で補われていたのである5）。衰退の原因はむしろ，ミラノ経済その
もの，あるいは周囲の環境によるものであった6）。
　本稿では，これらの研究を利用しながら，これまで日本ではほとんど知ら
れていなかったスペイン支配下のミラノの政治的状況を，ミラノ総督を中心
に概観することにする。
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1）　スペインの支配下へ
　ミラノはルネサンス期イタリアの強国の一つである。ヴィスコンティ家は
14世紀からミラノを支配し，1395年には皇帝から公の称号も獲得し，ミラ
ノ公国の君主となった。ジャン・ガレアッツォ・ヴィスコンティの時代には，
支配領域をロンバルディア以外にも拡大し，一時は北中部イタリアー帯を支
配下におく勢いであった。しかし彼が1402年に急死したため，広大な領土
は分裂してしまった。息子のジョヴァンニ・マリアが跡を継いだが，市民の
陰謀によって暗殺され，弟のフィリッポ・マリアが後継者となった。彼は領
土の回復をある程度成し遂げたが，男子後継者を持たなかった。彼は末弟で
あり，姉ヴァレンティーナはフランス王シャルル5世の次男オルレアン公ル
イと，庶出の娘ビアンカ・マリアはヴィスコンティのもとで働いていた傭兵
隊長フランチェスコ・スフォルツァと結婚していた。
　1447年にフィリッポ・マリアが死んだ時，ミラノの上層市民が共和政を
復活させた。アンブロジァーナ共和国の誕生である。しかしフランチェスコ・
スフォルツァが武力でミラノを占領し，ミラノ公となった。ミラノ公国は，
スフォルツァ家によって復活したのである。しかし15世紀末，フランスと
神聖ローマ帝国がイタリアにおける覇権を争うイタリア戦争の中でミラノの
運命は急変する。ヴァレンティーナ・ヴィスコンティの夫だったオルレアン
公ルイの孫であるフランス王ルイ12世が，ミラノ公の継承権を主張し，
1498年にミラノを占領したのである。ミラノ公ルドヴィコ・マリア・スフォ
ルツァは亡命，1500年には一時ミラノを回復するが，同年にはフランス軍
の捕虜となり，フランスに送られ，1508年に没した。
　ミラノはフランスの支配下に置かれることになった。1512年に教皇ユリ
ウス2世が反フランス同盟を結成し，フランス軍に勝利をおさめると，ルド
ヴィコ・マリアの長男マッシミリアーノがミラノ公となるが，1515年には
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再びフランスの支配下にもどってしまう。しかし1522年，神聖ローマ帝国
皇帝カール5世がミラノを奪回した結果，マッシミリアーノの弟フランチェ
スコ・マリアがミラノ公となった。しかし彼は後継者を残さないまま，1535
年11月2日に死亡した。カール5世はミラノを確保するためすぐに動いた。
ロンバルディア地方に駐屯していた皇帝軍をすぐにミラノに派遣し，フラン
スの介入を失敗させた。皇帝の代理アントニオ・デ・レイヴァは，ミラノの
元老院から忠誠と臣従の誓いを獲得した。11月20日には，ミラノに皇帝の
旗がなびいていたという7）。
　ミラノをどうするか。これは，皇帝陣営にとって大きな問題であった。
1535年の時点では，ミラノをハプスブルク帝国に組み込むことは，フラン
スとの戦争を誘発するために危険であると考えられた。地中海ではオスマン
帝国と戦い，ドイツではプロテスタント諸侯と戦っている皇帝陣営は，フラ
ンスとの戦争を避けたかったのである。イタリアの諸国家の君主やフランス
王の息子にミラノを委ねる選択肢の方が有力であった。また皇帝の弟フェル
ディナントも自らの領地としてミラノを狙っていた。1544年に皇帝とフラン
ス王の間で結ばれたクレピーの和にあたって，皇帝はフランス王の次男オル
レアン公シャルルに，皇帝家の王女との結婚を条件に，ミラノ公国か低地諸
国を引き渡す約束をした。カール5世の側近たちは，イタリアにおけるハプ
スブルクの戦略的拠点であるミラノの譲渡に反対した。しかし最終的な決定
が下される前に，オルレアン公シャルルが死亡し，フランス王との約束はな
かったものとされた。1546年，皇帝は息子のフェリペにミラノを授封した。
　1556年，カール5世は退位し，ハプスブルク帝国は弟のフェルディナン
トが支配するオーストリア系と息子のフェリペ2世が統治するスペイン系に
分かれることになった。ミラノをはじめとするイタリア諸国は，スペインの
支配下に置かれることになった。1559年には，イタリア戦争を最終的に終
結させるカトー・カンブレジの和が結ばれた。フランスはナポリとミラノへ
の要求を公式に放棄し，以後，ミラノ公国は，スペイン継承戦争の中で皇帝
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軍に占領される1706年までスペイン支配下に置かれることになった。スペ
イン支配の終焉後，ミラノ公国は1714年のラシュタット条約によって，オー
ストリア・ハプスブルク家に帰属することになる。
2）　スペイン支配下のミラノ概観
　本章では，ミラノ公国の状況を理解するために，スペイン支配下のミラノ
の歴史を概観することにする。
　ミラノはスペインにとって重要な戦略的拠点であった。まずミラノの領有
は，南イタリアにおけるスペインの領土であるシチリアとナポリの支配を確
実にするものであった。17世紀の初めになっても，ヴェネツィアの大使は，
「ミラノ国家は…［スペイン］王が持っている最も重要なもののひとつであ
る。なぜならイタリアにおけるフランス人の侵攻を妨げ，ナポリ王国を確実
にするからだ」という報告を残している8）。しかしスペインにとってミラノ
が重要な理由はほかにも存在した。まずスペインの支配下にあるネーデルラ
ント地方への中継地点としての役割である。1568年にネーデルラントで起
きた反乱は，初期にはミラノ公国に直接の影響を及ぼさなかった。しかしス
ペインとネーデルラントを結ぶ海のルートがイギリスやオランダの海賊活動
により困難になると，状況は変わった。ミラノを通る新しい陸のルートが作
られたのである。そのルートは，スペインから海路でジェノヴァに行き，そ
の後ミラノ公国を通ってアルプスを越え，フランシュ・コンテ，ロレーヌ，
ルクセンブルクを通ってネーデルラントに達するという3カ月以上かかる困
難な道であった。しかしこの「スペイン街道」は，約50年間にわたって，
スペインとネーデルラントを接続する欠かせないルートとなった。
　スペインにとってミラノが重要だった理由は，さらにもう一つある。それ
は，スペインから離反する動きを示すイタリア諸国に目を配るための前哨地
点としてであった。実際16世紀には，北イタリアでいくつかの事件が起き，
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ミラノはそれに対処するための重要な拠点となった。まずゴンザーガ家の支
配下にあったモンフェッラート侯国の首都カザーレが，1564年，ゴンザー
ガ家に対して反乱を起こした。スペインはこれに介入する。というのも，ピ
エモンテを支配するサヴォイア家がモンフェッラートを狙っていたが，スペ
インはそれを許すわけにはいかなかった。モンフェッラートはスペインにとっ
て重要なジェノヴァに近いため，スペインに敵対する危険もあるサヴォイア
家に支配を任すわけにはいかなかったのである。1565年に，スペインとゴ
ンザーガ家の支配するマントヴァ公国の軍が出動し，反乱を鎮圧した。その
翌年にも，カザーレはサヴォイア公の援助を得て再び反乱をおこしたが，ミ
ラノからスペイン軍が出動し，都市を制圧して，ゴンザーガ家に従わせるこ
とに成功した。
　フィナーレ侯爵領の問題もあった。小さな皇帝の封土であり，12世紀か
らデル・カッレットー族が支配していた。フィナーレはリグーリアの海岸沿
いに位置し，港もあったため，ジェノヴァがライヴァルになりうる存在とし
て警戒しており，一方スペインは，ジェノヴァに代わる，あるいは少なくと
もジェノヴァのように利用できる港として考えていた。1558年，ジェノヴァ
は，デル・カッレット家の領主に対する反乱がおきたのを機に，フィナーレ
を支配しようとするが失敗する。一方1570年，スペインは，ジェノヴァへ
の依存を軽減するためにフィナーレの獲得を決定し，デル・カッレット家へ
の民衆反乱を扇動する。そしてミラノから兵を派遣し，侯爵領を占領してし
まう。ジェノヴァやトスカナ大公国，神聖ローマ帝国皇帝もこの行為を非難
したが，スペインはフィナーレを保持し，1598年にはデル・カッレット家
から正式にフィナーレにかかわるすべての権限を獲得することになる。
　上記の二つの例からわかるように，ミラノは，北イタリアにおけるスペイ
ンの利益を守るための前哨地点であり，武力が必要となればミラノから兵が
派遣されるシステムが出来上がっていた。しかし16世紀後半には，上記の
二つの事件を除けば，ロンバルディアは平和であり，ネーデルラントへの補
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給路としての機能を持たされたこともあって，経済的にもミラノ国家は上昇
しつつあった。16世紀末には，「人々はスペイン人の支配下で全くいやいや
ながら暮らしているというわけではない」とフェラーラ公国の大使が報告す
るほどスペインによるミラノ公国の支配は，うまくいっていたのである9）。
　しかし平和な状態は長くは続かなかった。まず最初に起きたのはヴァルテッ
リーナ戦争である。アルプス山脈のヴァルテッリーナ渓谷は，ミラノとネー
デルラントをつなぐスペイン街道が通過しなければならない地域であった。
もともとはこの地域を通らず，サヴォイア公国の領土を通過していたのだが，
サヴォイア家がフランスに接近したため，新たなルートが開拓されたのであ
る。スペインはこの新ルートをなんとしても保持するつもりであった。
　ヴァルテッリーナ地域にはカトリック系の住民が住んでいたが，プロテス
タント系が多数を占めるスイスの自治邦グラウビュンデンに属していた。抑
圧されていたカトリック系住民は，1620年7月，反舌Lをおこし，多くのプ
ロテスタントを殺害した（「聖なる虐殺」と呼ばれる）。ミラノ総督は，カト
リック教徒を守るという口実で，ヴァルテッリーナにスペイン軍を駐留させ
た。1621年4月，フランスとスペインが結んだ条約によって，ヴァルテッ
リーナはグラウビュンデンの支配下にもどることになるが，フランスはそれ
以上この地域に介入しなかった。そのためグラウビュンデンはスペインと交
渉に入り，ヴァルテッリーナをスペインに明け渡すことになる。1623年に
は，フランスと教皇の外交的圧力に負けてスペイン軍は撤退し，代わりに教
皇軍がこの地の平和を担うことになるが，実質的にはスペインはスペイン街
道を守ることに成功したのである。
　しかし1624年8月から，リシュリューの登場により，フランスの外交が
変化する。リシュリューは教皇に，ヴァルテッリーナのグラウビュンデンへ
の引き渡しを要求し，拒否されると，ヴァルテッリーナに軍を派遣した。同
時に，スペインからの援軍を妨害するために，フランスとサヴォイア公国の
連合軍が，ジェノヴァに攻撃を加えた。しかしジェノヴァへの攻撃は失敗に
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終わり，フランスは内政の混乱のため，スペインと和睦することになった。
1626年5月，モンツォンの和が結ばれ，ヴァルテッリーナはグラウビュン
デン邦に返されることになったが，住民の宗教的な自由と自立を守らなけれ
ばなけないと決められた。フランス軍は撤退し，スペインはスペイン街道を
利用し続けることができたのである。
　その翌年，今度はマントヴァ継承の問題が起こる。すでに1612年，マン
トヴァ公フランチェスコ・ゴンザーガが死去し，弟で枢機卿だったヴィンチェ
ンツォが還俗して公位を継承した際に，第一次マントヴァ継承戦争が起こっ
ていた。1613年にサヴォイア公国がモンフェッラートを獲得しようとして，
軍事作戦を起こしたのである。この時は，サヴォイア公国は何も獲得するこ
となく，戦争は4年間で終わった。
　マントヴァ公国はミラノ公国と境界を接しているため，スペインにとって
この公国を誰が支配することになるのかは重要であった。1627年，最後の
マントヴァ公ヴィンチェンツォ・ゴンザーガが子孫を残さずに死去すると，
第二次マントヴァ継承戦争が勃発した。ヴィンチェンツォ・ゴンザーガは，
モンフェッラートを狙うサヴォイア公に対抗するため，ゴンザーガ家の分家
であるヌヴェール公カルロ・ゴンザーガを継承者に指名し，その継承を確実
にするために，生前にカルロをマントヴァに迎えていた。しかしカルロはフ
ランス王の忠実な臣下だったため，スペインは彼のマントヴァ継承を認める
わけにはいかなかった。その結果，スペインとフランスの正面衝突が起こる。
サヴォイア家は，モンフェッラートの領有をねらってフランスを裏切り，ス
ペインについた。
　スペインとサヴォイア公国はモンフェッラートに侵攻した。フランスはサ
ヴォイア公国を攻撃し，さらにミラノ公国を東西から攻撃することで，これ
を阻止しようとした。一方，マントヴァの宗主権を保持する神聖ローマ帝国
皇帝は，カルロ・ゴンザーガがいるマントヴァを包囲し，1630年7月には
市内に突入，市を略奪したが，カルロは脱出に成功していた。その後状勢は
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スペインに不利なものとなる。サヴォイア公が死亡し，ペストが蔓延し，グ
スタフ・アドルフのドイツへの侵入により皇帝が三十年戦争に注意を向けざ
るを得なくなった。その結果，1631年，教皇ウルバヌス8世の仲介でケラ
スコ協定が結ばれ，カルロ・ゴンザーガはマントヴァ公位継承を認められた。
ただしフランスではなく，皇帝の臣下としてである。モンフェッラートのい
くつかの要塞は，サヴォイア公国のものとなった。フランスはサヴォイア公
国から軍を撤退させるが，アルプスのイタリア側にあり，フランスのイタリ
アへの戦略的な拠点となるピネP一ロを獲得した。一方スペインと皇帝は，
ヴァルテッリーナから退去することを余儀なくされた。フランスの勝利であっ
たといえよう。
　しかしフランスは満足していなかった。1635年，フランスはスペインに
宣戦布告し，ヴァルテッリーナに進軍した。それと同時にフランスとサヴォ
イア公国の連合軍がミラノを西から襲撃し，いくつかの地域を占領したので
ある。さらにモデナ公国もミラノ公国の南東部を攻撃した。ミラノ公国は深
刻な危機にさらされ，いくつもの都市が包囲され，攻撃された。しかしスペ
イン軍は果敢に抵抗した。敵の国内情勢もスペインに味方した。1637年に
はサヴォイア公が死去し，サヴォイア公国では内乱がおきた。また1649年
から1653年まで，フランス軍はフロンドの乱のために軍事活動が停滞した。
最終的に決着がついたのは，1659年のピレネー条約である。ミラノ公国は
スペイン支配下にとどまった。長い戦争は終結したが，荒廃したロンバルディ
アがあとに残された。
　ピレネー条約からスペイン支配が終わるまで，ミラノ公国は相対的な平和
を享受した。ヨーロッパの戦争はロンバルディアに直接的な影響を与えるこ
とはなく，ミラノ公国は戦争・飢鰹・ペストで受けた傷を回復し始めた。
1688年に始まったアウクスブルク同盟戦争は1697年のレイスウェイク条約
で終結し，ミラノに直接の影響は与えなかった。しかしこの条約によりピネ
ローロがサヴォイア家の手に渡り，その結果アルプスのイタリア側にフラン
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ス軍の駐在がなくなった。フランスの脅威は減少し，スペインの戦略的な前
哨地点としてミラノが担う役割も減った。そして1701年にはスペイン継承
戦争がはじまり，その終結とともにミラノはオーストリア支配下に入るので
ある。
3）　ミラノ国家の構造とミラノ総督
　前章でみたように，ミラノ公国は，スペイン継承戦争の直前まで，スペイ
ン街道の中継地として，そしてスペインによるイタリア支配における拠点と
して重視されていた。ではスペインはどのようにミラノ公国を統治していた
のだろうか。
　1535年にミラノ公国はスペインの支配下に入った。しかしそれによって
ミラノ公国の政治制度が完全に変わったわけではない。国家の組織や行政制
度，通貨システムなどはそのままの形で保持された。1541年にカール5世
が「新法令」を発布し，ミラノ国家の体制を定めたが，ロンバルディアの自
治を犠牲にして中央集権や一体性を目指すものではなかった。この法令はも
ともとはスフォルツァ家最後のミラノ公フランチェスコ・マリアの時代に作
成が命じられたものであり，カール5世のオリジナルではなかった1°）。カー
ル5世はこの法を完成させ，公布させることで，スフォルツァ家の継承者で
あるミラノ公であることを，ミラノの臣下に示したのである。しかもフラン
チェスコ・マリア時代の役職者はほぼそのままその職を継続することができ
た。フェリペ2世もカール5世の路線を継承し，それまでの制度はそのまま
に残す一方で，ミラノの行政を監視し，コントロールするための機関を設立
したのである。
　まず最初に，ミラノの有力市民層が主に就任しU），彼らの拠点となってい
た制度を見ていこう。
　最も重要だったのが元老院Senatoである12）。元老院は行政の中心であり，
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最高裁判所の役割も果たすもので，1499年に，ルイ12世によってフランス
の高等法院を模範として設立された。したがって，パリ高等法院と同じよう
に君主令の登録権および拒否権を持っていた。メンバーの任期はなく，終身
制である。当初のメンバーは17人だったが，スフォルツァ家の支配のもと
で，メンバーの数は28人に増やされた。そのうち9名は古い封建貴族，5
名は封建貴族家系に属する聖職者，残りの13名が都市貴族からなる法学者
であった13）。1541年の新法令によって，元老院は議長1人と14人の議員に
よって構成されることになった。14人のうち3人はスペイン人であること
と定められ14），残りの11人にはミラノの名家の者たちが就任した。しかし
封建貴族の割合は徐々に減り，都市貴族が優i勢となり，1584年以降は，法
学者のみ，すなわち実質的には都市貴族のみがメンバーとなった15）。元老院
においては封建貴族は影響力を持たなくなったのである。フェリペ2世は，
最高裁判所としての元老院の機能の強化する一方で，政治的に信頼できない
封建貴族層の影響力を除去しようとしていた。こうして元老院は都市貴族層
のものとなった16）。
　ミラノには大きな影響力を持つ法学者会Collegio　dei　giureconsultiが存
在していた’T）。元老院のミラノ人メンバーは，ほとんどがこの会の出身者で
あった。法学者会は100人ほどの法を学んだ者たちが集まる組合のようなも
のであるが，ミラノとその近郊のエリート層のみしか入ることはできなかっ
た。14世紀の半ばから新メンバーの加入にはかなり厳格な基準を作成して
おり，パヴィア大学で最低3年間法学を学んでいなければならないだけでは
なく，ミラノかその近郊の古い名誉ある一族の子孫に属していなければなら
なかった。1487年には，聖職者と「卑しい非難すべき職業」に本人や父が
携わっている（いた）者が除外される。1570年には，「卑しい職業」，すな
わち職人としての労働や小売業をしていないことという要件が祖父にまで拡
大された。つまり法学者会は都市エリートの集まりであり，元老院に限らず
ミラノ公国の重要な役職者はほぼこのメンバーであった。
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　財政の分野を受け持っていたのは，会計法院である18）。会計法院は正会計
法院と特別会計法院があり，正会計法院は通貨と市場の管理，税業務などを
行ない，国家予算を作成するより重要な部門であった。特別会計法院は穀物
不正取引の監視，運河の管理，密輸の取り締まりなどを行ない，違反者の財
産没収を執行した。17世紀の半ばからは，封土の売却も管理するようにな
り，重要性を増した。正会計法院長にはミラノ人が，特別会計法院長にはス
ペイン人が就くことが定められていた。
　一部スペイン人が入り込んでいるが，これらの組織はミラノ公国がスペイ
ンに支配される前から存在していたものである。これらの組織の上に，それ
を管理しコントロールするスペイン側の組織が存在している。最上位に位置
するのはミラノ総督governatore　di　Milanoである19）。総督はミラノ公国に
駐在するスペイン軍の最高司令官も兼ねていた。彼らはほぼ常にスペイン人，
とくにカスティーリャの高位の貴族で，君主によって任命された。彼らは法
を発布したり変更したりする権限を持ち，行政機構すべてを監視する任務を
担っていた。役職を望む者や，嘆願者は彼の下へやってきた。新しい封建領
主の誓いを受けるのも彼であった。彼はミラノ公国における国王の代理だっ
たといえるだろう。
　具体的にどのような人物が総督になったのかを見てみよう。スペイン支配
下のミラノ公国で総督になった者は，のべ45人いる（補遺　スペイン支配
下にミラノ公国におけるミラノ総督一覧を参照）2°）。イタリア人は10人のみ
で，赴任順でマリオ・カラッチョロ枢機卿（在位1536－1538），アルフォン
ソ・ダヴァロス（1538－46），フェッランテ・ゴンザーガ（1536－1555），クリ
ストーフォロ・マドゥルッツォ枢機卿（1556－1557），フランチェスコ・フェ
ルディナンド・ダヴァロス（1560－63），カルロ・ダラゴーナ・タリアヴィア
（1583－1592），アンブロージョ・スピーノラ（1629－1630），テオドーロ・ト
リヴルツィオ枢機卿（1656），フランチェスコ・カエター二（1660－1662），
パオロ・スピーノラ（1668年と1669年の2回）である21）。アルフォンソ・
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ダヴァロス，マントヴァ候フランチェスコ2世の三男でスペインの宮廷で育
てられたフェッランテ・ゴンザーガ，パレルモ生まれのカステルヴェトラー
ノ大公タリアヴィア以外は在職期間は短く，総督は基本的にスペイン人であ
ることが確認できる。また最初の3人はカール5世時代に任命された総督で
あるが，カール5世時代に任命された総督は全部で4人しかいない。カール
の治世にはイタリア人の総督が多かったが，その後フェリペ2世時代以降は，
スペイン人がほぼ独占するようになるのである。
　ミラノ総督の中には，アルバ公，アルブルケルケ公，ブリアス公，オスナ
公といったグランデと言われるスペインで最も古い最高位の貴族たちも総督
になっている（補遺参照）22）。またナポリ副王やシチリア副王，ネーデルラ
ント総督の経験者もいる（補遺参照）。一族で何人かの総督を輩出する家も
ある。ブリアス公からは1592年にフアン・フェルナンデス・デ・ベラスコ
が，そして孫のベルナルディーノ・フェルナンデスが1646年にミラノ総督
となっている。またレガネス侯爵ディエゴ・フェリペス・デ・グスマンが
1636年に，同名の孫が1691年にミラノ総督になっている。スペインの貴族
の中でも一部のエリートがイタリア支配を行なっていたのである。
　総督の任期は平均すると3年弱くらいであるが，短い者は数カ月，長いも
のだと10年弱と人による差は激しい。着任した時の年齢は，生年が分かっ
ている者の平均をとると，48歳である。最年長で着任したのは，フエンテ
ス伯ペドロ・エンリケス・デ・アセベドで，着任時には75歳であった23＞。
彼は任期中に死亡したが，総督が死亡した場合には，次にあげる枢密会議あ
るいはミラノ城主が総督の代理を務めた。
　総督を補佐するのは，大法官Gran　Cancelliereと枢密会議Consiglio
segretoである24）。どちらもスペイン支配以前から存在していた役職である
が，スペイン人が役職に就くことで，総督を補佐するものとなった。大法官
は司法・行政の監督にあたり，スペイン人の法学者がこの役職に就いた25）。
枢密会議は，スペイン人とイタリア人の高官と軍の首脳からなる諮問機関で
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ある。主なメンバーは，大法官，元老院長，2人の会計法院長，ミラノ城主
などで，その他参加を要請された人物が加わった。1622年にはメンバーは
13人であったが，17世紀の戦争期には24～25人に増加した。
　また巡察官visitadorと呼ばれる特別の役人もいた26）。巡察官はミラノに
常駐するものではなく，一定期間ミラノに滞在するのみであった。ミラノ国
家の監視やコントロールを任務としており，王の絶対的信頼と誠実さを持つ
スペイン人が職に就いた。とくにミラノの役人の職権乱用や腐敗がないかと
いったことについて調査を行なったという。
4）　本国と現地の間で
　ミラノ総督は，ミラノ公国では最も高い地位を持っていたが，その上には
スペイン本国にいる国王，国王の側近や摂政，そしてフェリペ2世が創設し
たイタリア諮問会議Consejo　de　Italiaがあった27）。イタリア諮問会議は，
スペイン人3名とミラノ，ナポリ，シチリアの各国の代表からなる3名，計
6名で構成されている国王の諮問機関である28）。この諮問会議では，巡察官
などがもたらした各国の情勢が検討され，結果が報告書として国王に提出さ
れた。諮問会議のメンバーであるスペイン人は，スペインの宮廷において有
力な党派の者たちであった。したがって，単なる諮問機関という役割を超え
た影響力を持っていたと考えられるだろう。
　ミラノ総督には，とくに戦争中などの困難な時代においては，宮廷で支配
的な党派の者たちの支持が必要になる29）。というのも，彼の要求が必要なも
のであると宮廷を納得させなければならないからである。彼らの支持を獲得
し，自らの要求を通さなければ，ミラノでの彼の立場も悪くなる。地位や恩
恵を与えることが，ロンバルディアの名家の同意を獲得する主な手段となっ
ていたが，総督は地位や恩恵を与える権限を持っておらず，それにはマドリー
ドの王や王の側近たちの同意が必要だからである。また戦時において本国か
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らの援助がなければ，軍隊を出動できず，公国内における駐屯の負担が増し
てしまい，国内から不満の声が上がるのは必至である。ミラノ総督はまさに
本国と現地の間で苦しんでいたのである。
　実際，総督の権限はそれほど大きいものではなかった。17世紀の半ばに，
グレゴリオ・レーティはその著作の中で，なぜスペイン王はミラノ総督にナ
ポリ副王に与えたのと同じ権限を与えなかったのかという疑問を発している
ほどである3°〉。彼が自由に与えることができるのは，地方長官podestaのよ
うないくつかの2年任期の役職と軍の中間職のみであり，その他の役職は王
が与えるものであり，総督には各役職につき3人の名前を推挙する権利があ
るだけであった。軍隊の役職や都市や要塞の長官といった役職も，任命権は
王にあった31）。貴族の称号の授与（というより売却）はもちろん王によるも
のである32）。したがって，ミラノの有力者たちを満足させるためには，総督
は本国との駆け引きに勝たなければならなかったのである。
　一方，現地のミラノと総督の関係も，総督の地位が一番高いからといって，
常に良好なものではなかった33）。総督とミラノのエリートが集結する元老院
は，スペイン支配のごく初期から対立していたのである。総督が自らの地位
を認めさせるために，元老院の権限を縮小しようとし，元老院はそれにこと
ごとく反発し，さまざまな改革の要求を拒否した。
　スペイン本国は，全面的にミラノ総督を支持していたわけではなかった。
カール5世もフェリペ2世も，どちらも基本的に総督と元老院の争いの中で
バランスを取ろうとしていた。セッラによれば，フェリペ2世は，総督の権
力のために元老院を犠牲にしようとは全く考えていなかった。むしろ彼にとっ
て元老院は，野心的な総督のイニシアティヴに対してブレーキの役割もして
くれるものであったというen）。17世紀になっても基本的な路線は変わらなかっ
た。スペイン王カルロス2世の摂政だったマリア・アンナは，ミラノ総督に
任命されたモルタラ伯に与えた指示の中で，元老院を尊重し，協力するよう
繰り返し勧告を与えているという（1668年）35）。枢密会議も，元老院で争わ
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れている係争に介入することは禁止されていた。ミラノ国家の平和のために，
本国は総督が元老院と協力し合うことを求めていたのである。実際，総督自
身もミラノの役人たちを無視するわけにはいかなかった。総督の名前で多く
の布告がなされており，一見総督がすべてを支配しているように見えるが，
布告の多くはミラノの役人たちが準備したものであった36）。現地ミラノの人々
と協力しなくては，総督が公国を切りまわしていくことは困難だったのであ
る。
　しかし対立は存在した。ミラノ総督はカスティーリャの大貴族であること
が多く，そのメンタリティはミラノの都市貴族とは異なっていた。しかも総
督の関心は，軍事的な問題に傾くことが多いため，自らの権利を守ろうとす
る元老院と対立することは避けられないことであった37）。一方ミラノの都市
貴族は，総督は王とまったく同じではなく，その決定について議論すること
もできるし，それに対して君主に訴えることができると考えていた。元老院
は総督が出した法の承認を拒否し，反対意見を王に示し，王の返事を待つ間，
法の適用を停止する権利を持っていた。総督を飛び越えて，王に直接使節を
送ることもあったのである38）。
　実際にあった衝突の例を時代を追っていくつかみていこう。9年間ミラノ
総督の地位にあったフェッランテ・ゴンザーガ（在位1546－54）は，元老院
の権威を弱めるために，元老院が持っていた法を登録する権利を取り上げよ
うとした。元老院に対して，枢密会議を対置させ，さらに土地台帳の作成を
始めたため39），ミラノの都市貴族の反感はつのった。結果的に彼は罷免され
る4°）。イタリア戦争において，イタリア諸国がスペインに従順であれば，ミ
ラノ公国で強硬な政策を行なう必要性はなかった4D。カール5世は彼の改革
要求を否定したのである42）。
　しかし彼に続いて総督となったアルバ公も，元老院の長をスペイン人にし，
元老院が下位の役人を指名する権利を廃止すること，そして総督に元老院の
活動の監視についてより大きな権限を与えることを提案した43）。しかし彼は
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半年余り後，フェリペ2世がスペイン王に即位した直後にナポリ副王に任命
され，ナポリに去って行った。フェリペ2世は彼に否定的であったという4％
　フェリペ2世の即位とともにスペイン本国の動きも変わる。カール5世時
代のコスモポリタンな宮廷は，カスティーリャ色の強い宮廷になる。イタリ
ア関係の実務はエボリ大公ルイ・ゴメス・デ・シルバのグループの影響下に
おかれ，設立されたばかりのイタリア諮問会議や総督のポストには，エボリ
大公の関係者が就任する。総督の立場も変化した。イタリア諮問会議が設立
されたため，総督の地位は相対的に下がることになった。ミラノ公国では，
総督を飛び越えて本国の王の側近に接触しようとする動きが増加した。そし
て本国は常に総督に，強圧的な行動は起こさないように要求することになる
のである45）。
　1580－81年には，総督が現地で死亡したため，枢密会議が代理を務めてい
る時期に新たな決定がなされた。フェリペ2世は，総督に恩赦を与える権利
を全面的に認め，元老院がそれを無効にする権利を否定したのである。ただ
しフェリペは，元老院の意見を聞いた後でなければ恩赦を与えないというこ
とという義務を総督に課していた46）。フェリペが両者のバランスをとること
に腐心していたことがうかがわれる。
　総督や大法官などは，元老院が職権を濫用をしており，彼らの権限を抑え
るべきだと常に主張していだ7）。それに一部成功した例もある。13代目の総
督だったカルロ・ダラゴーナ・タリアヴィアは（在位1583－92），元老院か
ら下位の裁判官の管轄の事件を引き受ける権限を取り上げている48）。
　その後もスペイン人と現地ミラノの緊張は存在し続けた。1638年には元
老院と枢密会議が席次における優先権を争った。フェリペ4世は枢密会議の
要求を認めず，元老院の威信を支持した。元老院と総督は，どちらも軍事に
かかわる司法権を要求していたが，これについては明確な決定はなされなかっ
たという49）。
　1646年には，大法官のヘロニモ・キハーダが空席になった元老院のボス
スペイン支配下のミラノとミラノ総督　147
トをめぐって問題を起こした5°）。キハーダは，自らが新しい元老院議員の任
命に助言を与え，投票にも参加すると主張したのである。これは元老院の大
きな反発を招いた。元老院議員の選出は元老院が行うもので，いかなる介入
も許されないと彼らは主張した。一方，キハーダは大法官の役目は元老院と
裁判所を監視することであるのだから，介入は正当であると主張した。結果
的にキハーダの主張はマドリードで受け入れられることはなく，元老院の権
利は守られることになった。
　しかしミラノでスペイン人とミラノ人の対立があったとしても，元老院を
中心としたミラノの都市貴族たちが，スペイン王と対立していたとは限らな
い。シニョロットによれば，むしろ元老院のメンバーたちは徐々にマドリー
ドの宮廷や側近たちに接近していったという5’）。彼らは自分たちの特権を守
る一方で，マドリードと共通したものの見方をするようになっていった。し
かも彼らは一族の中からスペインや皇帝に仕える軍人を数多く輩出してい
た52）。彼らの利害はもはやスペインの利害と一体になっていたのである53）。
おわりに
　スペイン支配下のミラノは，かつては外国人支配によって衰退したと考え
られていた。しかし第2章でみたように，スペイン街道の中継地として，そ
してイタリア諸国への前哨地点として重視されていたミラノは，決して搾取
されたわけでも，圧政に苦しめられたわけでもなかった。政治制度は温存さ
れ，ミラノの都市貴族は元老院を支配し続け，自らの特権を守り続けた。ス
ペイン本国は，彼らの忠誠をつなぎとめるためにそれを許した。ミラノにお
ける国王代理であり，スペインの大貴族であるミラノ総督は，そのために微
妙な立場に置かれることになった。彼らは元老院を監督する立場にあったが，
彼らの権威を侵害してはならなかったのである。ミラノでは，総督と元老院
は常に対立関係にあった。しかし，元老院は決してスペインの敵にはならな
　148　明治大学教養論集　通巻460号（2011・1）
かった。王によって守られていたミラノの都市エリートは，スペイン王と自
分たちの利害が一致することを知っており，結果的に王に忠実な臣下となっ
たのである。
補遺　スペイン支配下のミラノ公国におけるミラノ総督リスト
　　　（臨時にその総督の地位に就いたものは除いている）
1．レイバ，アントニオ・デAntonio　de　Leyva（1480－1536），テッラノー
　ヴァ公・アスコリ大公54）
・在任：1535－36年
・1525年のパヴィーアの戦いで活躍。
・プロヴァンスに派遣されている際に，戦場で死亡。
2．カラッチョロ，マリーノ・アスカニオMarino　Ascanio　Caracciolo
　（1469－1538），枢機卿55）
・在任1536－38年
・ナポリの有力市民層の生まれ。アスカニオ・マリア・スフォルツァ枢
　機卿の下で，ミラノで勉学。
・レオ10世に仕え，その死後はカール5世に仕える。1535年に枢機卿
　となる。ミラノ総督任期中に死亡。
　・彼の在任中，軍事的な任務は，次の総督となるイタリア総将軍ヴァス
　　ト侯爵に任されていた。
3．ダヴァロス，アルフォンソAlfonso　d’Avalos（1502－46），ヴァスト
　侯爵56）
　・在任：1538－46年
　・ナポリ王国に定住したスペイン起源の貴族の家の出身。若い頃はナポ
　　リ副王の宮廷で過ごし，その後カール5世の軍隊に参加。イタリアに
　おけるスペイン軍にとって重要な軍人となる。
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　・任期中に死亡。
4．ゴンザーガ，フェッランテFerrante　Gonzaga（1507－57），初代グア
　スタッラの領主，モルフェッタ大公57）
　・在任：1546－54年
・マントヴァ侯爵フランチェスコ2世（・ゴンザーガ）とイザベッラ・
　デステの四男。若くしてカール5世の宮廷に送られる。ゴンザーガの
　グアスタッラ分家の祖。
・シチリア副王（1535－46）。
5．トレード・アルバレス・デ，フェルナンドFernando　Alvarez　de
　Toledo（1507－82），アルバ公58）
・在任：1555－56年
・アルバ公の一族は，スペインのグランデの一つ。
・ナポリ副王（1556－58），ネーデルラント総督（1567－73）。
・優秀な将軍として知られると同時に，ネーデルラント総督時代には，
　抑圧的な政策を行なったことでも有名である59＞。
6．マドゥルッツォ，クリストーフォロCristoforo　Madruzzo（1512－
　1578），枢機卿6°）
・在任：1556年
　・トレント近郊の生まれ。父は神聖ローマ帝国の男爵。
・1542年からトレント司教公，枢機卿。
7，フェルナンデス・デ・コルドバ，ゴンサーロGonzalo　Fernandez　de
　C6rdoba（？－1578），セッサ公61）
・在任：1558－60年
・同名の祖父はグラナダ王国の攻略やイタリア戦争で活躍した「エル・
　グラン・カピタン」と称される将軍。
・友人であるフアン・デ・アウストリアとともに，レパントの海戦にも
　参加。
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8．ダヴァロス，フランチェスコ・フェルディナンドFrancesco
　　Ferdinando　d’Avalos（c．1530－71），ペスカーラ候62）
　・在位：1560－63年
　・3代目のミラノ総督アルフォンソ・デ・アヴァロスの長男。
　・ミラノ総督の地位を退いた後には，スペイン王の大使としてトレント
　　公会議に派遣された63）。
9．フェルナンデス・デ・コルドバ，ゴンサーロ（2回目），在任：1563－
　　64年
10．クエバ，ガブリエル・デ・ラGabriel　de　la　Cueva，アルブルケルケ
　　公
　・在任：1564－71年
　・アルブルケルケ公はスペインのグランデ。
　・世俗の違反者の逮捕権を主張して，そのための武装集団を設立したミ
　　ラノ大司教カルロ・ボッローメオと対立。1569年に総督は王の法的
　　権限を主張する布告を公布するが，ボッローメオは彼を破門するM）。
　・任期中に死亡。
11．レケセンス，ルイス・デLuis　de　Requesens（1528－76）65）
　・在任：1572－73年
　・ローマ大使（1561），ネーデルラント総督（1573－76）。
　・彼もミラノ大司教ボッローメオと対立し，1573年に破門を宣告され
　　るが，教皇によって破門は解かれる66）。
12．グスマン・アントニオ・デAntonio　de　Guzman，アヤモンテ公（？－
　　1580）67）
　・在任：1573－80年
　・彼の時代も，総督とミラノ大司教ボッローメオは衝突。教皇グレゴリ
　　ウス13世も1579年までボッローメオを支持していなかった68）。
　・任期中に死亡。
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13．ダラゴーナ・タリアヴィア，カルロCarlo　d’Aragona　Tagliavia（？－
　　1599），カステルヴェトラーノ大公・テッラノーヴァ公69）
　・在任：1583－92年
　・イタリア人。シチリアの封建貴族の出身。テッラノーヴァ公の称号は
　　1561年にフェリペ2世によって授かる。
　。シチリア副王（1566－68，1571－82）。
　・この時代にはボッローメオとスペインの対立は解消，フェリペ2世は
　　彼にボッローメオを援助するよう指示7°）。
14．ベラスコ，プアン・フェルナンデス・デJuan　Fernandez　de
　　Velasco，ブリアス公
　・在任：1593－1600年
　・スペインのグランデ。
　・ミラノ大司教フェデリコ・ボッローメオ（カルロ・ボッローメオのい
　　とこ）の世俗権力に対する非妥協的な態度のために，彼と衝突。セナー
　　トは総督を支持していた7D。
15．エンリケス・デ・アセベド，ペドロPedro　Enriquez　de　Acevedo
　　（1525－1610），フエンテス伯72）
　・在任：1600－10年
　・5代目のミラノ総督であるアルバ公の甥。ミラノ公国騎兵隊総指揮官
　　（1586－88），ネーデルラント総督（1595－96）。
　・彼によって，北イタリアにおけるスペインのヘゲモニーは強化された
　　と言われる73）。
　・1598年に，スペインのグランデの称号をフェリペ3世に授けられる。
　・コモ湖の北，ヴァルテッリーナへの入り口に要塞を建設。フエンテス
　　要塞と呼ばれる74）。
　・任期中に死亡。
16．ベラスコ，プアン・フェルナンデス（2回目），在任：1610－12年
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　・彼の2回目の総督時代に，フェリペ3世は，総督の布告が，総督が去っ
　　てからまたは死んだ後にも2ヶ月間有効であることを宣言した75）。
17．ウルタド・デ・メンドーサ，プアンJuan　Hurtado　de　Mendoza，イ
　　ノホーサ候76）
　・在任：1612－16年
　・ミラノの守備のために防衛軍を創設した。また1614年からは政府を
　　城主に任せ，モンフェッラートをめぐる戦いに従事しだ7）。
18．アルヴァレス・トレード，ペドロ・デPedro　Alvarez　de　Toledo（？－
　　1627），フェルナンディナ大公78）
　・在任：1616－18年
　・同名の祖父は，1532年から52年までナポリ副王であり，近世のナポ
　　リ王国の基礎を築いた。
19．スアレス・デ・フィゲロア，ゴメスGomes　Suares　de　Figueroa
　　（1587－1635），フェリア公79）
　・在任：1618－25年
　・ローマやフランスなどへの大使として活躍8°）。
　・1621年からヴァルテッリーナでの戦いに参加。また国外で本を印刷
　　させることを禁じる法令を出すS’）。
20．フェルナンデス・デ・コルドバ，ゴンサーロGonzalo　Fern6ndes　de
　　C6rdoba（1585－1635），マラトゥラ大公82）
　・在任：1626－29年
　・7代目のミラノ総督セッサ公の息子。
　・彼の在位時代に飢謹がおこったため，貧者のためにパンや穀物価格を
　　固定させるなどの施策を行なった83）。1628年には民衆の暴動も起こり，
　　彼は穀物価格のコントロールと配給によって都市を鎮静化しようとし
　　たが，都市側が武力で鎮圧するよう彼を説得したという84）。
21．スピーノラ，アンブロージョAmbrogio　Spinola（1569－1630），バル
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　　バセス候s5）
　・在任：1629－30年
　・ジェノヴァの名家スピーノラ家の長男であったが，ジェノヴァでの政
　　争に敗れ，スペインに軍人として仕えるようになった。彼は大きな成
　　功をおさめ，スペインの宮廷でも政治的な影響力を持った。彼は
　　1612年にフェリペ3世からスペインのグランデの称号を与えられた。
　・任期中に死亡。
22．バサン・アルバロ・デAlvaro　de　Bazan（1571－1646），サンタ・ク
　　ルス候86）
　・在任：1630－31年
　・1603年にナポリのガレー船団総指揮官となり，オスマン帝国との戦
　　いで活躍する。1615年にはスペインガレー船団総指揮官となり，
　　1621年にスペイン海軍中将の称号を獲得する。
23．スアレス・デ・フィゲロア，ゴメス（2回目），在任：1631－33年
　・1633年に，軍が都市の領域にも必要であれば宿営できるとはじめて
　　布告する。
24．アウストリア，フェルナンド・デFernando　de　Austria（1609－41），
　　枢機卿・スペイン王子87）
　・在任：1633－34年
　・フェリペ3世とマルゲリータ・デ・アウストリアの息子。後のフェリ
　　ペ4世の弟。
　・枢機卿兼トレード司教（1619－41），ネーデルラント総督（1634－41）
　・彼は枢機卿であったが，イタリア総将軍の地位も兼ねており，三十年
　　戦争の中で，軍事作戦に従事した。
25．アルボルノス，ヒル・デGil　de　Albornoz（1579－1649），枢機卿
　・在任：1634－35年
　・1630年に枢機卿となる。
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　・退任後は，枢機卿としてローマへ戻る88）。
26，グスマン，ディエゴ・フェリペ・デDiego　Meia　Felipe　de　Guzman
　　de（1590－1655），レガネス候89）
　・在任：1635－36年
　・フェリペ4世の寵臣オリバレス伯のいとこ。1627年にレガネス候の
　　称号を授与され，1640年にはグランデの地位を認められる。
　・三十年戦争においてフランスがスペインに宣戦布告したため，フラン
　　スとの通商を一切禁止する布告を出す9°）。
　・退任後は，ピエモンテにおける戦争に参加する9D。
27．アファン・デ・リベラ，フェルナンドFernando　Afan　de　Ribera
　　（1584－1637），アルカラ公92）
　・在任：1636年
　・ローマのウルバヌス8世への大使，ナポリ副王（1629－31）
　・彼は知識人でもあり，著作を残し，芸術家を保護した。
28．グスマン，ディエゴ・メヒア・フェリペ・デ（2回目），在任：1636－
　　38年
　・彼によって，この時期に，ミラノ市に公文書館が設立される93）。
29．ベラスコ・デ・ラ。クエバ，フアンJuan　Velasco　de　la　Cueva（1610－
　　52），シルエラ伯94）
　・在任：1641－43年
　・第8代シルエラ伯。ミラノ総督の任務終了後はローマで大使となり，
　　1645年にスペインへ戻る。
30．ダビラ・デ・トレード，アントニオ・サンチョAntonio　Sancho
　　Davila　de　Toledo（1590－1666），ベラダ候95）
　・在任：1643－46年
　・在任中は，サヴォイア公国軍の侵入の阻止に奔走する。
　・バレンシア王国中将（1644－1645年）。
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31．ベラスコ，ベルナルディーノ・フェルナンデス・デBernardino
　　Fernandez　de　Velasco，ブリアス公95）
　・在任：1646－47年
　・1592年に総督だったフアン・フェルナンデスの息子。スペインのグ
　　フンァo
　・彼がミラノに不在の際には，息子のイニゴ・フェルナンデスが総督代
　　理を務めた97＞。
32．ベナビデス。カリーリョ，ルイス・デLuis　de　Benavides　Carrillo
　　（？－1668），カラセナ候98）
　・在任：1648－56年
　・モンフェッラートのカザーレの攻略に成功したことで知られる。
　・ネーデルラント総督（1659－64）。
33．トリヴルツィオ，　ジャンジャコモ・テオドーロGiangiacomo
　　Teodoro　Trivulzio（1596－1657），枢機卿99）
　・在任：1656年
　・11世紀まで起源をさかのぼれるミラノの名家出身。
　・父はフランドル地方におけるスペイン軍の兵立占総監。
　・1629年に枢機卿になるが，スペインに仕え続ける。アラゴン副王
　　（1642－45）o
　・任期中に死亡。
34．ペレス・デ・ビベロ，アロンソAlonso　P6rez　de　Vivero，フエンサ
　　ルダニャ伯
　・在任：1656－60年
　・ペレス・デ・ビベロ家はカスティーリャの一族。1537年にカール5
　　世によって紋章を与えられだ゜°）。
35．カエター二，フランチェスコFrancesco　Caetani（1594－1683），セル
　　モネータ公正゜D
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　・在任：1660－62年
　・ナポリの貴族の家の出身。
　・フェリペ4世によってスペインのグランデとされる。
　・シチリア副王（1663－37）。
36．グスマン，ルイス・デLuis　de　Guzman，ポンセ・デ・レオン
　・在任：1662－68年
　・経済回復のため，外国製品の輸入禁止の布告を出す。また新たに工房
　　を開く職人にさまざまな義務の免除を与える’°2）。
37．スピーノラ，パオロPaolo　Spinola（1631－99），バルバセス候103）
　・在任：1669－70年
　・アンブロージョの孫で，第三代バルバセス候。フェリペ4世の国務会
　　議のメンバー。
38．オロスコ，フランシスコ・デFrancisco　de　Orozco（1605－68），モル
　　ターラ候lo4）
　・在任：1668年
　・父ロドリゴは，40年間も各地の戦争でスペインに仕えた軍人。
　・フランシスコもレガネス候の下で軍人として仕え，1636年にはヴァ
　　ルテッリーナでも戦う。若くしてサンチャゴ騎士団に入り，のちにカ
　　タルーニャ副王に。1659年には国務会議のメンバーとなる。
　・任期中に死亡。
39．スピーノラ，パオロ（2回目）Paolo　Spinola，在任：1669－70年
40．テレス・ヒロン，ガスパールGaspar　T611ez－Gir6n（1625－94），オス
　　ナ公1°5）
　・在任：1670－74年
　・オスナ公は，スペインのグランデ。彼は第5代目の公爵。
　・絹の不法輸入が蔓延したため，絹の自由な商業を，関税の支払いを条
　　件に解禁1°6）。
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41．ラモラル・クロードClaude　Lamora1（1618－79），リーニュ大公1°7）
　・在任：1674－78年
　・スペインの騎兵隊長（1643，1646－79，1654－1659），シチリア総督
　　（1670－74）0
42．エンリケス・デ・カブレラ，フアン・トマスJuan　Tomas　Enriquez
　　de　Cabrera（1646－1705），メルガル伯1°8）
　・在任：1678－86年
　・若くして近衛兵の指揮官となり，1671年にはロンバルディアの歩兵
　　部隊を指揮。その後ミラノの騎兵隊の指揮官，ローマへの特使を経て，
　　総督になる。
　・ミラノ総督退任後はスペインにもどり，父の後を継いでカスティーリャ
　　提督となる。
43．アヤラ・ベラスコ，アントニオ・ロペス・デAntonio　L6pez　de
　　Ayala　Velasco，フエンサリダ公
　・在任：1685－91年
　・彼は戦争に従事していたため，ミラノ公国の政治にかかわることはほ
　　とんどなかっだ09）。
44．グスマン，ディエゴ・フェリペDiego　Felipe　de　Guzman（？－1711），
　　レガネス候11°）
　・在任：1691－98年
　・1636年に総督になったディエゴ・フェリペの孫。
　・プファルツ継承戦争のため，サヴォイア公と協力してフランスと戦っ
　　た。
45．ロレーヌ，シャルル・アンリ・ドCharles　Henri　de　Lorraine（1649－
　　1723），ヴォードモン大公m）
　・在任：1698－1706年
　・ロレーヌ公シャルル4世と彼の二人目の妻の息子だが，最初の妻との
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離婚が認められていなかったため，ロレーヌ公を継ぐことはできなかっ
た。
・1670年にロレーヌ公領がフランスに占領されたため亡命し，スペイ
ンに仕えた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《注》
1）　Gianvittorio　Signorotto，“Equilibri　politici，　istituzioni　e　rapporti　di　potere
　in　eta　spagnola”，　in　L．　Antonielli　e　G．　Chittolini（a　cura　di），　Storiαdella
　Lombαrdiα，　Vol．1Dalle　origini　al　Seicento，　Roma－Bari，　Laterza，2003，　p．225．
　またThomas　James　Dandelet　and　John　A，　Marino，“Introduction”，　in　T．　J．
　Dandelet　and　John　A．　Marino（ed．），勘α勿勿伽砂．　Politics，　Socie　ty，　and　Reli－
　gion　1500－1　700，　Leiden－Boston，　Bril1，2007，　p．3を参照。
2）　本稿で参照した文献は，以下の通りである：L．Antonielli　e　G．　Chittolini（a
　cura　di），　S診o万αdella　Lombardia，2Vols．，　Roma－Bari，　Laterza，2003，　Dandelet
　and　Marino（ed．），　Spain　in　I’α砂，　cit，，　Paolo　Pissavino　e　Gianvittorio
　Signorotto（a　cura　di），Lombardia　borromαica　lombαrdia　sウagnola　1554－1659，
　2Vols．，　Rorna，　Bulzoni，1995，　Domenico　Sella　e　Carlo　Capra，　Il　Ducαto　di
　Milano　dal　1535　al　1796，　Torino，　UTET，1984．また近世のイタリア全体に関す
　る著作として，以下の文献を利用した：．Gregory　Hanlon，　Eαrly　Modern　Jtaly
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